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に 付け て , それ を 台座 と し て 幹 の 肌 に 附 着 し て いる 。 
その 角度 は 直立 , 45 度 , 平行 等 種 に よっ て 異 る が , 帯 
端 の ゃ ふ の は な い 。 中 に puparium 囲 端 と な る も の が 
あぁ る が , これ は 先 に 述べ た 異質 者 の 一 部 で ある 。 
Alaena の 記録 で は 踊 期 7 一 9 日 , 幼虫 期 6 令 93 日 , 
卵 期 12 日 で ある . 


最近 発見 され た キマ ダラ ルリ ツバ メ の 幼虫 が , 木 の 
幹 に 住み , 時 と し て 地 衣 , ミ ジ ゴ ざ ゴケ の 類 を か じ る と 云 
5 の で , 我国 で る 生 活 史 の 似 た 種 が 出現 し た が , 根本 
的 に は 類縁 は 全く 遠い も る ので, アフ リカ コケ シジミ の 
生活 史 は 我々 に 全く 珍 ら し いも の で ある 。 (5/VII 
1954) 
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ヒメ シジミ 亜 科 の 分 類 に 関す る 新しい 見 解 


MoussAy, DsswoNp : The Genera of the European Lycaenidae (Lep.), 
The Entomologist 87: pp.4~11, 23 Eigs. Jan.-Feb. 1954 


D. LEsToN が 編集 者 に な っ て , 白地 の 表紙 の 
Entomologist が , 1953 年 1 カ年 続い た が , 11 月 号 頃 
か ら と う や ら 行 詰り , 12 月 号 が 1954 年 の 6 月 に や っ と 
出 て , つい に 漏 集 は N.D. RILEy の 手 に 移り , 表紙 
も 永い 伝統 の ある 赤色 に 戻っ た . か く て 87 巻 の 1 月 号 





は 2 月 号 と 合 過 で (25 頁 に チャ ン と 2 月 号 の 表題 が あ 


る て 即ち 1 一 24 頁 1 月 号 , 25 一 44 真 2 月 号 と 云う 次 第 ) 
7 月 頃 出 た 。 

その 中 で MuRRAy は , 属 の 決定 に る ゲニ タリ ア 
の 重要 性 を 強調 し , PETHER の コレ グ クション を 入手 し 
た 機会 に ベニ シジミ , ミド リ シ ジ ミ 群 以外 の 全 ヨ ー ロ 
ッ パ 産 シ ジミ テ ョ ツウ を 再 検討 し た 。 

その 結果 の 中 か らち 日 本 に 関係 の ある 点 を ぬき 出し て 
見 る と 次 の 如く で ある 。 

Polyommatini ヒモ メシ ジ メ 族 


1. Polyommatus (S.St.) argus L. ヒメ シジミ 


2. P (s.st.) optilete KocH. カラ フト ルリ シジミ 

3. P. (Lycaeides) argyr0gn0omon BERGSTR. 
ミヤ マシ ジミ 

4. Pp. (Aricia) agestis SCHIFF、 ハマ ベ シ ジ ミ 


5. PP (Glaucopsyche) (北米 の lygdamus を 検 す ) 
カバ イロ シジミ 司 

[ 附 P (Plebejus) icarus RorT. ウ スル リ シ ジ ミ J 
Maculineini ゴマ シジミ 族 
Maculinea euphemus HB. ゴマ シジミ 
7. arionides STGR. オオ ゴマ シジミ 
ジョ ザン シジミ 


Zizeeria (イン ド の Ag7s22 の 7 の を 検 す ) 


Scolitantides orion PALL. 


ヤマ トシ ジミ 属 
ッ ツラ ナミ シジミ 
11. Cupido (=Everes) argiades PALL. 

ツウ バス メシ ジミ 


10. Lampides boeticus L. 


12. Tongeia (タイ プ を 検 社 ず ) 
クロ ツバ メシ ジミ 属 
ルリ シジミ 

相当 に 驚く べき 結果 で ある が , わずか 2 族 に きり わ 

て な い の は , イギリス 人 と し て や は り , 身近 か の 種 
類 に と ら わ れ た 結果 で あろ 5)。 

江崎 , 白水 両氏 の 「 日 本 の 蝶 〕」 と の 主要 な 相違 点 を 
あげ る と 次 の 如く な る 。 

1, Polyommatus (ダイブ argus L.) と Plebejus 
(タイ プ zcgzzs RoTT.) が 完全 に 入れ 代 っ て いる 。 

2. カラ フト ルリ シジミ が , モメ シジミ と 同属 に な 
っ て いる 。 

3. カバ イロ シジミ 属 が , モメ シジミ 族 に 移っ て 
いる 。 

4. ツラ ナミ シジミ , ツマ ツバメ シジミ, ク ョ マッ マ バ メシ 
ジミ , ルリ シジミ の 各 属 が , ゴマ シジミ 族 に 入っ て い 
9 

5. ツ ミ メシ ジミ の 司 Everes が , Cupido (タイ アプ 
minimus FUsSsEL.) に 合併 され て いる 。 

6. ルリ シジミ 属 の 綴り が , Celastrina で な く , 
Celestrina と な っ て いる 。 

7. ヒモ メシ ジミ 族 の 各 属 が , 亜 属 と し て 処理 され て 
いる 。 

替 否 如何 に か ヽ わ ちら ず 23 の 属 の タイ プ 種 の 8 ゲ 
ニ = タリ ア を 全部 図示 し て ある の で , 見 の が せな い 論 交 


13. Celestrina argiolus L. 
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で あろ る ろう 。 彼 の 大 き な 結 諭 は Polyommatini は 均質 
的 で 1 属 (12 亜 属 ) に まとめ られ , Maculineini は 
[negative な 特徴 で 結ば れ , 媒質 的 で 合併 すべ き 放 は 
少な いと 云う こと に 落 付 く 。 

著者 DESMOND MURRAY, F. R. E. S. が る も し 私 の 知 
っ て いる DESMOND P. MURRAY と 同一 人 な ら ば , 彼 
は ドミ ニカ 会 の 修道 信 と し て ヨハ ネス プ ブル ブ に 永く 居 
り , 南ア フリ カ 連 邦 の シジミ チョ ツウ 科 の モノ グラ フ 
(1934) を 書い た 人 で ある 。 こ の モノ グラ フ の 総論 に 
は , "馬鹿 に され る こと は 重々 承知 だ が , この 基本 的 
学説 (ラマ ルク の transformism) は 全く 誤り だ と 思 
う "。 と 云っ て , 進化 論 中 の “共通 の 祖先 ” と 云う 考 














に あこ に か こい に に は いす 


綿 貸 記 事 


10 月 21 日 午前 10 時 より , 東京 上 野 の 国立 科学 博物 館 
会 議 室 で , 日 本 鱗 如 学 会 秋季 総会 を 開催 し た 。 日 本 弦 
貝 学会 大 会 の 翌日 の こと と て 全 園 の 蝶 紫 研究 者 が 相 集 
い , 甚だ 廊 会 で あっ た 。 今 回 は シン ポジ ぁ ゥ ッ ム 型式 で 「 
種 以下 の カテ ゴリ ー の 区 分 」 と いう テー マ で 討論 会 を 
行っ た 。 毅 瀬 太郎 氏 を 座長 と し て , 先ず 白水 隆 , 井上 
寛 両氏 の 講演 の 後 , それ に つい て 討論 に 移っ た 。 江 崎 
会 長 より は 命名 規約 に 関す る 有益 な お 話 が あっ た り し 
て , 活 沈 な 意見 が 変 さ れ た が , 懇親 会 の 時 間 の 都合 で 
惜しく る も 午後 2 時 で 打 切 っ た 。 (詳細 は 別 地 参照 ) 
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え に 真 向 か ら 反対 し て いる 。 彼 の 議論 の 運び 方 は , 稚 
押 に も ゃ 近い 上 自筆 の 幼虫 図 人 第 と 共に , 極 や て ほ く る えま し 
く , 何 か 普 通 の 科学 者 と 肌 合 い の 達 う あ たく ヽ く か み を 感 
じ さ せる 。 私 に も 4, 5 年 前 イギリス か ら 彼 が 変換 を 
申込 ん で 来 た こ と が ある が , 初対面 と に いきなり 三 角 紙 
の 折り 方 を 伝授 し て 来る 汰 な 極め て 人 な つこ いと ころ 
の ある 人 で あっ た 。 そ の 時 東洋 の シジミ テ ョ ウ が ほし 
いと 云っ て 来 た の は , 今回 の 論文 の た めで あっ た か と 
る 思わ れる 。 今 回 の ゲニ タリ ア 図 は , Camera lucida 
を 使っ た せい か , 別人 の 様 な 筆致 で は ある が , 議論 の 
運び 方 や 図 の 署名 等 は 確か に 同一 人 で ある 。 
(26/ 上 X 1954 磐 瀬 太郎 ) 











の 


懇親 会 は 箱根 強羅 柏 荘 に 一 泊 し て 行 っ た 。 食 事 や 入 
浴 も そっ ちの け で 電 燃 に 飛来 する 星 の 採 集 に 熱中 する 
者 あり , 先程 の 問題 の 続き を 日 角 泡 を と ば し て 論ずる 
者 あり で , 深 更 2 時 まで 愉快 た 談笑 , 翌朝 散会 し た 。 

な お この 席 上 評議 員 会 を も 行い , 別項 の 如く 決定 し 
た 。 















中 本 鱗 須 学 会 会 報 / 冊 と 峨 
日 本 鱗 期 学会 


大 阪 市 東 区 今橋 3 」 旧 18 緒方 病院 内 
振 雇 日 座 京都 15914 番 電話 北 演 (23)3255 代 
1954 年 12 月 15 HI 
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